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１ はじめに

⑴ 前任校である八幡浜工業高校と現在勤務

している伊予農業高校の２校にわたり、高

教研視聴覚部会の数学部門にて視聴覚教材

の研究をしたことがある。私の担当科目は，

そのときと変わらず数学Ⅰ・数学Ａである

ことから，自分なりの反省点を踏まえなが

ら引き続きその研究を行うことにした．コ

ンピュータの活用については、それが有効

であると思われる単元を選び、各単元ごと

に目標を設定することにした。生徒の理解

を助けるために、教材提示用としてコンピ

ュータを利用した教材の開発と授業実践を

行い、その概要をまとめた。

２ 研究の目標

⑴ ２次不等式

プレゼンテーションソフトを用いて，２

つの数の対応を考えながら、２次不等式を

解くことができる。

⑵ 組合せ・円順列

プレゼンテーションソフトを用いて，い

くつの順列がひとつ分になるかを考えなが

ら、組合せや円順列の個数を求めることが

できる。

⑶ 三角形の内心・外心・重心

Geometric Constructorを 用いて，証明する

ことの内容を理解する。それらについての

理解を深めることができる。

３ 研究の内容

⑴ グラフを用いた１次不等式の解法から，

２ 次 不 等 式 の 解 法 を 考 え さ せ ， 一 般 的 な

解 法 と 手 順 に つ い て ス ラ イ ド で 示 し た．



⑵ 簡単な順列を，同じ要素が並んでいるグ

ループにまとめたスライドを示し，いくつ

分で割れば良いのかを考えさせる．また，

円順列についても，順列との対応を考えな

がら，同じ順序になっているグループにま

とめたスライドを示し，いくつ分で割れば

良いのかを考えさせる．

ア １，２，３，４のカードから異なる３

枚を選ぶ方法

イ ３人が輪になる方法

⑶ Geometric Constructor 作 成した図形をプロ

ジェクターを通して生徒に提示した。

ア 角の二等分線と内心の一致



頂点Ａ、Ｂ、ＣをそれぞれＡ '、Ｂ '、

Ｃ 'に マ ウ ス 操 作 で 近 づ け る こ と に よ っ

て 、 内 心 Ｏ と 角 の 二 等 分 線 の 交 点 Pが 徐

々に一致していく様子が分かる。

イ 垂直二等分線の交点Ｐと外心Ｏの一致

頂点Ａ、Ｂ、ＣをそれぞれＡ '、Ｂ '、

Ｃ 'に マ ウ ス 操 作 で 近 づ け る こ と に よ っ

て、外心Ｏと垂直二等分線の交点Ｐが徐

々に一致していく様子が分かる。

ウ ３中線が１点で交わる

４ まとめと今後の課題

２次不等式で用いたスライドは「上に凸か

下 に 凸 か 「 軸 よ り も 上 側 か 下 側 か 」 と い」、 x
う要点の整理の上で効果があった。黒板に書

いたことを消してしまった場合、再度説明す

るときは手間がかかるが、基礎事項をスライ

ドにしておくと、授業の中で繰り返し説明が

でき、内容が難しい生徒にとって分かりやす

い授業ができたと思う。しかし、生徒が形式

的に２次不等式を解こうとする様子から考え

ると、２つの数の対応を考えながらという当

初の目標が達成できたとは言えない。組合せ

・円順列に関しては、スライドの大きさの関

係から、教科書の例題と同じもの（５個のも

のから３個を選ぶ組合せや４人の円順列）を

考えることができなかったため、スライドの

内容が適切でないところもあった。しかし、

いくつかの順列をひとつ分の組合せや円順列

として考えようとする態度が見られたため、

基礎事項である積の法則を深く理解すること

ができた。

Geometric Constructorは 条件を保存しながら

容易に図形の操作ができるため、今まで難解

だった図形の証明や、図形の性質を用いた問

題を分かりやすく解説することができた。今

回は教材提示用として用いたが、使用方法を

説明する時間が確保できるのであれば、生徒

に使用させる方が良いと感じた。
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